P C D O S J 6 . 3 プ V 
お 求 め の お 客 様 へ 


この 度 は 、 抽 社 製 品 を お 求め いた だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 本 
パッ ケー ジ に は 、 下記 の ディ スケ ッ ト お よび マニ ュ ア ル 類 が 同 梱 され て いま す 。 
ご 確認 の 上 、 ご 使用 くだ さい 。 な お 、 ご 不明 な 点 や ご 質問 等 が ご ざい まし た ら 、 
お 求め の 販売 店 、 特約 店 、 お よび 弊社 営業 担当 員 へ お 問い 合わ せく だ さい 。 ま た 、 
1 ん アッ プ 情 報 等 お 知ら せい た し ます の で 、 添 付 の ユー ザー 登録 
カー ド を ご 返送 いた だ く よ う お 願い 申し 上 げ ま す 。 ま た 、 ご 使用 の 前 に 必ず 、 

『 プ ログ ラム の ご 使用 条件 』 お よび 『 ラ イセ ンス 情報 』 を お 読み いた だ き 、 ご 承 

諾 の 上 で 、 ご 使用 くだ さい 。 


バッ クー ジ 必 変 


PC DOS J6.3/V DISK1 (3.5 イン チ 2HD(1.44MB) ) 
PC DOS J6.3/V セッ ト ア ッ プ ・ ガ イド 

PC DOS J6.3/V カン タン DOS 

PC DOS J6.3/V 連 文 節 変 換 プ ログ ラム ユー ザー ズ ・ ガ イド 
PC DOS J6.3/V お 求め の お 客 様 へ (本 冊子 ) 

プロ グラ ム の ご 使用 条件 

ライ セン ス 情 報 

ンジ 登録 カー ド 


振込 用 紙 
予備 用 ディ スケ ッ ト 注 文 カ ー ド 


ええ キメ メメ メメ メキ キキ 


導 設 

メデ ィ ア 人 

プロ グラ ム 

プロ グラ ム ・ サ ービス : 人 隊 お 洒 和 生ま で 代 人 き ま 。 





詳し い 情 報 を いま すぐ 知り た い 方 は 
IBM FAX サー ビス (044-200-8600) 
受付 時 間 : 年 中 無休 





上 記 製 品 に 関す る お 問い 合わ せ は 
アイ ヤル I BM (0120-04-1992) 


受付 時 間 : 月 一 金 9:00 一 18:00 ( 土 ・ 日 ・ 祭 日 ・6 月 1 7 日 を 除く ) 
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多 衣 マニ ュ アル と の ご 委 必 


PC DOS J6.3/V に 関す る 詳し い マ ニュ アル は 、 別 売 と な っ て いま す 。 ご 購入 を 希 
望 さ れる 方 は 、 弊 社 営業 担当 員 、 弊 社 特約 店 、 ま た は PC ソフ トウ ェ ア ・ サ ー ビ 
ス セ ンタ ー に ご 注文 くだ さい 。 詳 し く は 、 別 紙 振 込 用紙 を 参照 し て くだ さい 。 


科 槍 奏 計 の ご 委 改 





オー ダー 番号 : 0105 一 PDA 
価格 : 4, 000 円 


PC DOS J6.3/V が シス テム に 予め 導入 (プリ ロー ド ) され て いる シス テム に は 、 一 
枚 目 の ディ スケ ッ ト (DISK1) の み し か 同 梱 され て いま せん 。 予備 用 と し て PC DOS 
J6.3/V の ディ スケ ッ ト が 1 セッ ト 必 要 と お っ し ゃ る お 客 様 は 、 シ ステ ム の ハー 
UM 
(4 ページ 参照 ) 、 本 パッ ケー ジ を お 求め いた だ く こ と も で きま す 。 た だ し 、 本 
パッ ケー ジ を 注文 する 際 に は 、 同 梱 の 注文 カー ド が 必要 で す 。 





:5605 一 P 
価格 : 9, 000 円 


PC DOS J6.3/V 上 で 稼働 する アプ リケーション ・ プ ログ ラム を 開発 する プロ グラ 
9 プッ 0 放 人 衣 層 2E 
い に 


* PC DOS バー ジョ ン J6.1/Y 技術 解説 書 

* PC DOS バー ジョ ン J6.1/V BIOS イ ンタ ー フ ェ ー ス 技術 解説 書 

* PC DOS バー ジョ ン J6.1/V マウ ス ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 技術 解説 書 

* PC DOS バー ジョ ン J6.1/V 入力 支援 サブ シス テム (IAS) V2.4 技術 解説 書 


注 : PC DOS J6.3/V 用 の 技術 解説 書 は あり ませ ん 。PC DOS J6.1/V 用 の 技術 解説 
書 が その まま ご 利用 いた だ け ま す 。 
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7 /25/Y ZZeps7o7 /7. の 


オー ダー 番号 : 5605 一 PXA 
価格 : 7, 000 円 


PC DOS J6.3/V で 標準 に サポ ー ト され て いる V-Text の 機能 を 更に 強化 する た め 
の 製品 で す 。V1.01 に は 、PS/55 表示 アダ プター 用 、XGA(-2) 用 の 拡張 ビデ オ ・ 
ドラ イ バ ー を 始め と し て 、 汎 用 (800x600)SVGA ド ライ バー、ET4000 用 、S3 用 の 拡 
張 ビ デオ ・ ド ライ バー が 含ま れ て いま す 。 こ れ ら の ビデ オ 拡 張 ド ライ バー を 用 い 
れ ば 、 一 画面 に より 多く の 情報 を 表示 で きる 高密 度 テ キス ト ・ モ ー ド お よび 2 4 
ドッ ト ・ フ ォ ン ト を 用 いた 高 品位 テキ スト ・ モ ー ド (汎用 SVGCA ド ライ バー を 除く ) 
が ご 利用 いた だ け ま す 。 さらに 、 日 本 語 3270PC V9.1 や 日 本 語 5250 ワー クス 
テー ショ ン ・ プ ログ ラム V2.1 お よび 3.0 で は 、 ホ スト 側 で も 高 品 位 フ ォ ン ト が 
ご 利用 いた だ け ま す 。 


/ez/05 クダ 

オー ダー 番号 : 5605 一 PC 

価格 :・23, 000 円 

PC DOS J6.3/V に は 、 機 能 限定 版 の PenDOS* が 標準 で 提供 され て いま す 。PenDOS 


を 用 いる と キー ボー ド や マウ ス の 代わ り に ベン で コン ピュ ー タ ー を 操作 する こと 
が で きま す 。 マ ウス より も 素早 く オ ペレ ーション が で き 、 手 書き で 文字 を 入力 し 
法 。 ジェ スチ ャ ー に よっ て アプ リケーション に 指示 を 出し た りす る こ と が で き 
ます 。 機 能 限定 版 の PenDOS で は 、 数 字 と いく つか の 記号 し か 認識 で きま せん が 、 
別売 の PenDOS J2.2 を 用 いる と 3.000 文字 以上 の 漢字 が 直接 手書き 認識 で きま 
すし 、 ひ ら が な を 入力 し て 漢字 に 変換 する こと も で きま す 。PenDOS J2.2 で は 、 
この た め に 、 日 本 語 の 手書き 文字 認識 の た め の 優れ た ユー ザー・ イ ンタ ー フ ェ ー 
ス で ある 日 本 語 ラ イ テ ン グ ・ ウ ィ ン ド ツウ を 提供 し て いま す 。 


マン ーー. < / ン ど 厄 載 


オー ダー 番号 :5618 一 757 
価格 :15, 000 円 


PC DOS J6.1/V で は 、 連 文節 変換 プロ グラ ム 用 の 郵便 番号 辞書 が 一 新 さ れ ま し た 。 
PC DOS J6.3/V に 含ま れ て いる 郵便 番号 辞書 は 、 上 記 の 製品 の 機能 限定 版 で す 。 
(J6.1/V 出荷 時 点 と J6.3/Y 出荷 時 点 で は 限定 版 の デー タ の 差異 は あり ませ ん 。 
製品 版 で は 、 全 国 の 地名 、 特 に 市 に 関す る 詳し い 情 報 が 網 羅 され て いま す 。 元 と 
な る デー タ は 、 社 の ホス ト で 使用 きれ て いる デー タ ・ ベ ペー ス か ら 抽出 きれ た も 
の で 高い 信頼 性 を 誇っ て いま す 。 ま た 、 年 3 回 定期 的 に 更新 し て いま す が ら 、 い 
つ オ ー ダ ー さ れ て も オー ダー 時 点 で の 最新 の 地名 情報 を 得る こと が で きま す 。 





別売 の PC DOS J6.3/V ユー ザー ズ ・ ガ イド の 付録 に は 、AccessDOS を 始め と し て 
障害 者 向け の 製品 が いく つか 紹介 され て いま す 。 これ ら の 製品 に 関し て は 、IBM 
スペ シャ ル ・ ニ ー ズ ・ シ ステ ム (SNS) セン ター (電話 : 0120-156-747、FA 
XX : 03-3664-4645) へ お 問い 合わ せく だ さい 。 
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プ / ソ ワー だ ご つの で て 


本 パッ ケー ジ が 同 梱 さ れ て いる シス テム に は 、PC DOS J6.3/V が 予め 導入 (プリ 
ロー ド ) され て いま す 。 従っ て 、 お 客 様 が 、DOS を 導入 する 必要 は あり ませ ん 。 通 
常 、PC DOS J6.3/V で 標準 提供 の ユー ティ リティ ー の うち 、PCMCIA の ドラ イ バ ベー 
と PenDOS は プリ ロー ド さ れ て いま せん 。 (シス テム に よっ て は 、 こ れ ら が 導入 さ 
れ て いる 場合 も あれ ば 、 そ れ 以 外 の ユー ティ リティ ー が 導入 され て いな い 場 合 も 
あり ます 。 詳 しく は 個々 の ハー ドウ ェ ア の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。) 
また 、DOS の み が プ リロ ー ド され て いる シス テム に は 、PC DOS J6.3/V で 提供 され 
て いる Windows の ユー ティ リティ ー は 導入 され て いま せん 。 





PC DOS J6.3/V 導入 済み モデ ル の ハー ド デ ィ スク に は 以下 の よう な ディ レク ト 
リー が あり ます 。 


C : 壮 DOS> (DOS グ V が 導入 され た ディ レク トリ ー) 
C : 半 BACKUP. DOS> (バッ クア テッ プ 用 の ファ イル ) 


注 : BACKUP.DOS ディ レク トリ ー 内 の ファ イル は 一 部 圧縮 され て いま す の で 、 こ の 
ディ レク トリ ー 内 か ら DOS の コマ ンド を 実行 する と 正しく 実行 で きま せん 。 


ROY 6 計 ) 


PC DOS J6.3/V の プリ ロー ド 用 の パッ ケー ジ に 同 梱 さ れ て いる プロ グラ ム ・ デ ィ 
スケ ッ ト は 一 枚 目 (DISK1) の み で す 。 必 ず 、 ハ ー ド ディ スク か ら _DISK2-DISK8、 
お よび MKK ディ スケ ッ ト の 計 8 枚 の バッ クア ッ プ を 作成 し て くだ さい 。 必 要 に 応 
じ て 、 未 導入 の ユー ティ リティ ー・ プ ログ ラム の 導入 や PC DOS J6.3/V の 再 導入 
が で きま す 。 予備 用 ディ スケ ッ ト の 作成 は 、C ドラ イブ プ の ルー ト ・ デ ィ レ クト 
リー より 、 以 下 の コ マン ド を 実行 し て くだ さい 。 あ と は 、 画 面 の 指示 に 従っ て く 
だ さい 。 必 要 に 応じ て 、 予 備 上 用 ディ スケ ッ ト 作 成 終了 後 、 バ ッ ク ア ッ プ 用 の ファ 
イル を 消去 する こと も で きま す 。 


C :\>DOSBACK2 


AO テ ト は 別途 お 申込 みい た だ く こ と も で きま す 。 別紙 の 振込 用 紙 を 
ご こさ い 、。 





(ーー ジグ デン ノー ー D 


未 導入 の ユー ティ リティ ー を 導入 し た い 場 合 (例え ば 、DOS/V 導入 モデ ル を 購入 
し て 、 あ と か ら Windows を 導入 し た 場合 や PenDOS の 機能 を 使用 し た い 場 合 ) に 
は 、 デ ィ ス ケッ ト を 作成 する こと な く 未 導入 の ユー ティ リティ ー が 導入 で きま す 。 


C :\\>CD BACKUP. DOS 
C: 半 BAKUP. DOS>SETUP ン /E 


あと は 、 通 常 の DOS の 導入 手順 と 同じ で す 。 詳 し く は 『 セ ッ ト ア ッ プ ・ ガ イド 』 
を 参照 し て くだ さい 。 追加 導入 する テ ユーティリティー の みみ 『 は い 』 と 答え て くだ 
さい 。(『 い いえ 』 と 答え て も 導入 済み の 機能 を 削除 する こと は あり ませ ん ) ま 
た 、 導 入 先 の パス と し て は 、 現 在 DOS が 導入 され て いる パス を 指定 し て くだ さい 。 
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ご 友 故 た の 溢 奄 


7 の の 5 6 タル を ご 使用 いた だ くに あたり 、 特 に 注意 し て いた だ きた い 点 が 以 
下 に まとめ て あり ます 。 ご 使用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 


0 ウ ュ ー が に U 


・EMS メモ リー・ マ ネー ジャ ー(EMM386. EXE) お よび PenDOS* は 、386SX 
以上 の CPU を 必要 と し ます 。 


ミミ が 7 7 ・ ュ /ー メ へ に コ 


・ 日 本 語 Microsoft“* Windows“ V3.1( 以 降 Windows) と ディ スク 圧縮 機能 の 
両方 を お 使い に な る 方 は 、Windows の 常設 スワ ッ プ ・ フ ァイル の た め に 
非 圧 縮 領 域 を 残し て お か な けれ ば な り ま せん 。 Windows を 導入 する 時 に は 、 
カス タム ・ セ ッ ト ア ッ プ を 選択 し 、 ス ワッ プ ・ フ ァイル の パス を 非 圧縮 ド 
ライ ブ に 指定 し て くだ さい 。 


・PC DOS J6.3/V を イン スト ー ル し た 後に 、Windows を 高速 セッ ト ア ッ プ 
する と Windows の イン スト ー ラ ー が Windows に 添付 の ファ イル 
(HIMEM. SYS、EMM386.EXE お よび SMARTDRV.EXE) を 使用 する よう に 
CONFIG. SYS と AUTOEXEC.BAT ファ イル を 書 替 えま す 。 こ れ を 避け る た め に 
は カス タム ・ セ ッ ト ア ッ プ を 利用 する か Windows を 立ち 上 げ る 前 に E エ 
ディ ター 等 で DOS に 含ま れ て いる ファ イル を 使用 する よう に CONFIG. SYS 
と AUTOEXEC.BAT ファ イル を 直接 編集 し て くだ さい 。 


7 1 ヽ ヽ ーー ノレ シム /- ー デ 


・ デ ィ ス ク 圧 縮 を し て いる 場合 、 見 か け 上 の ディ スク の 空き 容量 を 元 に 
アプ リケーション が イン スト ー ル を 始め る と 、 途 中 で 実際 に 容量 不足 に 
な っ て イン スト ー ル が 失敗 する こと が あり ます 。 

・ 複 数 シス テム 構成 機能 を 使っ て いる シス テム で アプ リケーション を 
イン スト ー ル する と 希望 どおり に CONFIG. SYS が 更新 され な いこ と が 
あり ます 。 そ の 場合 に は 、E エ ディ ター 等 を 利用 し て CONFIG.SYS を 
編集 し て くだ さい 。 


に っ ニー] ノーー レフ 
・ プ リロ ー ド され て いる シス テム に PCMC TI A“ の ドラ イ バ ー が 添付 され 
て いる 場合 に は 、 添 付 の ドラ イ バ ー を ご 利用 くだ さい 。 


・PCMC I A の ドラ イ バ ー を お 使い の 場合 に は 、RAMBoost を 利用 し て 
メモ リー の 最適 化 を し な いで くだ さい 。 


グ ーー 消 ノ ょ アノ / ム た ] に ゝ 


・ ハ ー ド ウェ ア の 構成 と ロー ド す る デバ イス ・ ド ライ バー や T SR に よっ て 
メモ リー の 最適 化 の セッ ト ア ッ プ に 時 間 の か か る こと が あり ます 。 
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・ 既 に ファ イル の 存在 する ドラ イブ を 圧縮 する 場合 に は 、 数 十分 、 フ ァイル 
の 数 に よっ て は さら に それ 以上 の 時 間 が か か る こと が あり ます 。 


/ 一 城 呈 と 4 ゝ 


・RAMSETUP の 拡張 設定 機能 は 、DOS の メモ リー 管理 に 精通 し て いる 人 以外 
は 使用 し な いで くだ さい 。 


・ ハ ー ド ウェ ア の 構成 と ロー ド す る デバ イス ・ ド ライ バー や T SR に よっ て 
は RAMBoost 使用 時 の 方 が 使用 可能 メモ リー が 減少 する こと が あり ます 。 
使用 前 の CONFIG.SYS と AUTOEXEC.BAT は それ ぞ れ CONFIG. CPS、 
AUTOEXEC.CPS と いう 名 前 で 保存 され て いま す の で 、 そ れ ら を リネ ー ム し 
て 元 に 戻し て くだ さい 。 


< ブレ の ) 
・ デ ィ ス ケッ ト に 対す る 書き 込み キャ ッシュ は な る べく 使用 し な いで くだ さ 
い 。 


・CD-ROM へ の キャ ッ シ ン グ 機 能 を 利用 する た め に は 、SMARTDRV ステ ー ト メ 
ント は 、MSCDEX“ よ り も 後に 記述 し て いな けれ ば な り ま せん 。 


ク 圧 縮 プ ログ ラム と と も に 使用 する 時 に は 、/L スイ ッ チ で 、 
ドラ イブ を ディ スク 圧縮 プロ グラ ム が 管理 し て いる ドラ イブ 以外 
イブ 文字 に 割り 当て て くだ さい 。 


い oy am ー ゝ 


ス 
-ROM 
ドジ 


・3.5 イン チ 、1.2MB の ディ スケ ッ ト は 、IBM 製 の シス テム で 3 モー ド あ る 
い は 4 モー ド を サポ ー ト し て いる シス テム で 使用 で きま す 。 互換 機 で お 使 
い の 方 は その シス テム の ROM BIOS が 3.5 イン チ 、1.2MB の ディ スケ ッ 
ト を サポ ー ト し て いる か どう か 確認 し て くだ さい 。 


SO に つい で 


・ 本 パッ ケー ジ に BAS IC イ ンタ ー プ リタ ー (QBAS IIC を 含む ) は 
含ま れ て お り ま せん 。 


その 婦 の 誠 意 下 に つい で 


より 詳し い 注意 事項 が 、DOS の 導入 先 の README.TXT と いう ファ イル に 記載 
され て いま す 。E エ ディ ター 等 を 利用 し て 必ず お 読み くだ さい 。 


PenDOS は Communication Intelligence Corp( 米 国 ) の 商標 で す 。 
Microsoft は Microsoft Corp( 米 国 ) の 登録 商標 で す 。 

Windows は Microsoft Corp( 米 国 ) の 商標 で す 

PCMCIA は Personal Computer Memory Card International Association( 米 国 ) の 商標 で す 。 
MSCDEX は Microsoft Corp. (米国 ) の 商標 で す 。 
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